
会員  各位                                              平成 30 年 5 月１7 日

                                                     (一社)情報通信設備協会

関東地方本部長

今井 秀昭

平素は協会の諸施策に対し絶大なるご支援・ご協力を賜り御礼申し上げます。                                                       

   さて、このたび本部において、ヤマハ様との具体的な支援内容が決定いたしましたので、お知らせします。

【ヤマハ㈱からのＩＴＣＡ支援について】

ヤマハ株式会社（本社：静岡県浜松市、代表執行役社長：中田卓也、以下：ヤマハ）、一般社団法人情報通

信設備協会（本部：東京都中央区、会長：大木一夫、以下：ＩＴＣＡ）は、2017 年 8 月賛助会員入会を契機にＩＴＣ

Ａ本部研修に関連した支援策の検討を進めてきましたが、具体的な支援内容の進め方等が決定したことから、

2018 年度第 1 四半期から実施することとなりました。

具体的にはヤマハが、

➊自社ホームページで展開する無料の初心者向け研修サイトの紹介

➋ＩＴＣＡ本部研修の補講的位置付で、全国で開催するヤマハ実践講習会（ＳＣＳＫハンズオンセミナー：無料）

をＩＴＣＡ会員向けに開催

➌会員が➋を受講・終了した場合、ヤマハの製品（ルーター・スイッチ・無線ＡＰ）を検証機材として無償提供

➍ＩＴＣＡ本部研修用機材としてヤマハのルーター提供、本部事務局へデモ機材としてヤマハの製品

（ルーター・スイッチ・無線ＡＰ）の提供

以上の➊～➍のＩＴＣＡに支援を頂くことにより、ヤマハ製品の認知度向上、会員のビジネスチャン

スの拡大、会員の拡大、入会メリットの実感等に貢献すると共に、ＩＴＣＡのより一層魅力ある組織

運営を目指して行きます。

なお、この支援内容については、2018 年度限りの予定です。（別紙 1-1 参照）

■ヤマハ

ヤマハ株式会社は、1887 年に創業者の山葉寅楠（やまは とらくす）が浜松尋常小学校（現、元城小学校）

のオルガン修理を切っ掛けに創業。

楽器のデジタル音源技術から派生したデジタル音声処理技術を応用して、1987 年に世界初のデジタル処理

による FAX モデム LSI を開発し情報通信に参入。

ヤマハネットワーク製品は、1995 年に ISDN-LSI の応用製品の一つとしてインターネット接続用ルーター「ISDN 

リモートルーター RT100i」を発売、法人向けルーターとして、高いシェアと高い顧客満足度評価を得ている

ヤマハは、リーズナブルな法人向けスイッチや無線 LAN アクセスポイントを製品化。ヤマハルーターと連携

することで、グラフィカルな GUI で LAN を管理でき、速やかなトラブルシューティングを可能にする「LAN マッ

プ」を開発し、LAN の見える化（マネージメント化）を実現。

ヤマハの UC（ Unified Communication）製品は、AV 製品や PA 製品の音響デジタル処理技術を応用した遠

隔会議用マイク・スピーカー製品「プロジェクトフォン」を 2006 年に発売、以来「話しやすく」「聞きやすく」「疲れ

ない」音声コミュニケーションを実現し、国内外でご好評。働き方改革が社会テーマとなり、遠隔コミュニケーショ

ンへの期待が高まるなか「Skype forBusiness」向けマイクロソフト認定モデル「ユニファイドコミュニケーションマ

イクスピーカーシステム YVC-1000MS」を発売し、ワークスタイル変革にも貢献。



■ＩＴＣＡ

ＩＴＣＡは、1953 年（昭和 28 年）12 月郵政大臣の許可を得て「社団法人全国 PBX 設備協会」として発足し、情

報通信設備トータルネットワークの提供、ＩＣＴとソリューションサービスの提供を目指し、2012 年（平成 24 年）

「一般社団法人情報通信設備協会」へと移行し、NTT を始めとしたキャリアや通信機器メーカー等と連携し、

ICT 時代をリードして事業活動を積極的に展開しています。

■支援概要、参加資格等

この度の支援内容は「別紙１-1」の❶～❹ですが、➋に参加いただく会員の資格については、原則、ＩＴＣＡ本

部研修の「中級ネットワーク技術者研修」修了者で「ネットワークプランナー・マスター」の資格取得者とします。

また、セミナー受講後、会員元へヤマハの検証機材一式（ルーター・スイッチ・無線 AP）※（別紙２参照）を送

付しますが、この検証機材を活用した「検証機材活用レポート」を受領後 3 ヵ月、6 ヵ月後にヤマハへ提出して

頂きます。

この支援策❶➋のセミナー受講料及び➌の機材提供は無料です。

※ ルーター ：RTX830

スイッチ ：SWX2100-5PoE、ＳＷＸ3100－10Ｇ

無線ＡＰ ：ＷＬＸ313

■お申込み方法

参加資格の条件に適合されている会員は、ITCA ホームページからヤマハのセミナースケジュール「別紙３」

を確認のうえ、ヤマハセミナー申込書兼検証機材送付依頼書「別紙４」、を記入の上、原本を ITCA 本部の事務

局へメール送信又は郵送でお願いいたします。（別紙 1-2 参照）

事務局にて、書類を確認後、SCSK へ送付します。 SCSK で書類到着後、セミナー日程等確認後、会員

へセミナー参加可否の連絡をします。

セミナー受講後、先着 50 会員にヤマハより検証機材一式（ルーター・スイッチ・無線 AP）を送付いたします。

なお、書類上で、不明な点がありましたら、下記の担当者までご連絡下さい。

   

■参加者の持参物について

①ＰＣ

  スペックは、以下となります。

  ・Windows OS：Windows Vista 以降、IE9 以上を推奨 ※IE8 以上は必須

  ・その他、Google Chrome 37 以降、Mozilla Firefox 32 以降

   もしくは、MAC Apple Safari 7 以降

   ※MAC の場合でも、IE が使用できる環境（動作を保障できないため、Windows PC 推奨）

   ※LAN ポート必須 無線 LAN のみの機器は不可

   ※ DHCP で IP 取得が可能なこと

②講習用資料

  通常、予め資料をデータで配布することを想定していますので、

  必要であれば自身で印刷した紙、もしくはデータで持参いただくことになると思います。

③名刺（本人確認ができるもの）

④その他、筆記用等、各自必要なもの

  ルーターにかなり詳しい方であれば、コンソールケーブルを持参する場合もあります。



■その他

・本件の支援については 2018 年度限りとし、申込締切は 2019 年 2 月末日とします。

    ・「検証機材活用レポート」を受領後 3 ヵ月、6 ヵ月後にヤマハへ提出頂けない場合は、検証機材は返納

     して頂きます。

■問い合せ先

   【ヤマハ株式会社】

    音響事業本部 事業統括部 SN 事業推進部 国内営業グループ

     担当  小杉、平野  ℡： 03-5488-6676

    【SCSK 株式会社】

     ＩＴプロダクト＆サービス事業本部 ネットワークプロダクト部

    担当  山本      ℡： 03-5859-3032

【(一社)情報通信設備協会 本部事務局】

担当  齋藤、花園  ℡： 03-5543-2250    E-mail： seminar@itca.or.jp



支援策概要

ＩＴＣＡ研修 対象者

①初級ネットワーク技術
者研修
（情報ネットワークプラン
ナー資格）

ＩＰ系基礎技術の習得を
目指す初級エンジニア、
及びネットワーク技術ス
キルが必要な営業・管理
業務を遂行する必要があ
る方

②中級ネットワーク技術
者研修
（情報ネットワークプラン
ナー・マスター資格）

ＩＰ系基礎技術の習得者
並びに同等の知識があ
る方。実習ではルータ、Ｌ
ＡＮスイッチを利用します
のでＩＰアドレスのアデ
レッシング技術は理解さ
れている方

③無線ＬＡＮ技術研修
（情報ネットワークプラン
ナー・ワイヤレス資格）

初級ネットワーク技術者
研修の習得者レベルの
方。研修内容に一部ＶＡ
Ｐ機能＋ＶＬＡＮＳ/Ｗ設
定方法の説明も含むた
め、中級ネットワーク技術
者研修の受講者であれ
ば尚良い。

支援策 支援内容

❶無料のＹＮＥ（ヤマハ・
ネットワーク・エンジニア
会）のｅ－ラーニングコンテ
ンツの紹介

・YNEドリル (ネットワークの技
術問題等のクイズ形式コンテ
ンツ)
・井伊音物語 (読みながらＴＣＰ
/ＩＰを学習できるコンテンツ)
・遠隔検証システム（遠隔の実
機を遠隔操作、体験できるシス
テム

❷SCSK無料セミナー

❸受講者向け機材提供

❹研修用最新機材提供

・70日/年実施の人気セミナー
・ITCA研修の補講的位置付け
でITCA枠をご用意

・②の情報ネットワークプラン
ナー・マスター資格取得者が上
記SCSK無料セミナー受講終了
した会員企業様へ最新機材提
供

・ルーターの研修機材更新
RT107eからRTX1210*12台
・研修テキスト更新
・事務局向け機材提供
「ルーター+PoEスイッチ+無
線AP」

ＩＴＣＡ研修メニュー・対象者 ヤマハ支援策・支援内容
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協会会員 協会本部 ＳＣＳＫ ヤマハ

セミナー
HP

セミナー案内

セミナー受講希望 ＨＰ参照、
期日把握

申込書兼
送付依頼書送付

資格者等チェック

NG OK

セミナー開催
（受講完了確認）

受講者変更

セミナー受講

申込書兼
送付依頼書送付

検証機材1セット、レポート提出用紙送付

受領後、3ヵ月目 １回目レポート提出

受領後、６ヵ月目 ２回目レポート提出、完了

申込書受領

申込書受領

申込書受領

ヤマハセミナー受講者向け検証機材提供までのフロー

セミナー受講可否通知

NG OK

内容確認

受
講
日
等
変
更

機材活用

レポート活用

申込書兼
送付依頼書送付
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